
ミーティング１

キックオフ
令和３（2021）年
11月3日（水・祝）13：30～16：30



• 宮前区らしいしくみ「ラウンド
テーブル」をお試し実施してみよ
う！

• お試し実施の体験をもとに、宮前
区らしいソーシャルデザインセン
ターとは？を具体的にまとめよう

ワークショップ全体の目的
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「ラウンドテーブル」とは？

必要な情報が
シニアに
届かない…

まちでもっと
交流できる場を
つくりたいな！

多様な主体が
協働・連携する
プラットフォーム



ワークショップ全体のスケジュール

本日
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全３回のミーティングを開催します



本日の目的

これまでの活動を
振り返り、
これからの取組を知ろう

お試し
ラウンドテーブルを
キックオフしよう
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ミーティング１



プログラム
これまでの取組の振り返りとこれからの取組（45分）

13:30 ❶ あいさつ・目的と進め方 （５分）

13:35 ❷ 川崎市のコミュニティ施策とは？
❸ 宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェクト（25分）

14:00 ❹ 公共施設の地域化（５分）

14:05 ❺ 宮前区らしい（仮称）ソーシャルデザインセンター像とは？
今年度の目的と進め方（10分）

14:15 休憩（15分）

お試しラウンドテーブルをキックオフしよう（120分）
14:30 ❻ お試しラウンドテーブルとみんなの役割（10分）

14:40 ❼ プロジェクトの紹介（20分）

15:00 移動

15:05 ❽ グループワーク：お試しラウンドテーブルをキックオフしよう(55分）

16:00 ❾ 全体共有（25分）

16:25 まとめ・今後の予定・事務連絡

16:30 終了

第
１
部

第
２
部
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❷
川崎市の

コミュニティ施策
とは？
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▶▶▶ これまでの取組の振り返り



「これからのコミュニティ施策の
基本的考え方」知ってますか？

★いつできたの？ ⇒ 平成31（2019）年3月（２年間かけて検討）

１ コミュニティ施策の目的は？ ⇒ 「希望のシナリオ」の実現

２ なぜ必要なの？
⇒ 将来的には確実に「超高齢・人口減少社会」が来るので、

参加と協働による地域課題の解決が必要
３ 進め方は？
⇒ 行政計画：現状分析→課題に対し計画的に目標設定
今回の進め方：常にプロセスを大切にする

市民と一緒につくり、職員の意識も変えていく
各区同じではなく、型にとらわれることなく
チャレンジ
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「希望のシナリオ」って？

様々な個人や団体が出会い、
それぞれの思いを共有・共感することで生まれる相互作用により
これまでにない活動や予期せぬ価値を生み出す
「市民創発」のちからで

豊かなつながりや 居場所があり
弱い立場にあるひとも含めて
みんな幸福で 誰もが認められる社会が ずっと続いていくこと

10年後を目標に そんな地域の実現を目指すのが
「希望のシナリオ」
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「希望のシナリオ」を絵に描くと…

イラスト：イスナデザイン

10年後の
川崎のミライ

もう 宮前には
いっぱいあるね



H31.3「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」より

■区域レベルの新たなしくみ
各区にソーシャルデザインセンターをつくろう
＜こんな機能が整うといいね♪＞

・人や団体・企業、資源・活動をつなぐ ・活動支援、資金助成、相談、情報収集する
・地域の担い手や社会的企業家などを育てる ・新たな参加や交流のきっかけを作る

■地域レベルの新たなしくみ
地域の居場所「まちのひろば」を増やしていこう
＜どんな場所？＞ 場所があるといいけど、空間に限定しないし、常設でなくてもいい

＜そこでこんなことができたらいいね♪＞
・ふらっと立ち寄ると、お馴染みの誰かに会える

・自分の居場所で地域のつながりが探せる
・事業者等と連携して、地域の困りごとが解決する などなど… 11

「市民創発」を進めるしくみは？



進め方は？

トライ アンド エラー （失敗を恐れずに）
＋

スモール スタート（できることからでいいよ）

でも、できることから、スピード感を重視して進め、
効果が早く見えてくると、エンジンがかかるはず！
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❸
宮前区で

進めてきたこと
これまでの

宮前区の「希望のシナリオ」
実現プロジェクトの取組
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▶▶▶ これまでの取組の振り返り



話し合いながら
かたちを探る

いつまでに 何をつくるか
最初に決めないのが「肝」

• これまでの行政手法
・計画的に進行
・硬直的・安定感
・先が見通せる
・きっちり感
・与えられたモノ

・計画性が低い
・流動的・不安定
・先行き不透明
・ワクワク感
・自分たちのモノ

計画書

3年間で段階的に整備する

仮に結果は同じでも、プロセスは異なる

スモールスタート ＆ トライアンドエラー

• 今回のやりかた

宮前区で大切にしていること
ポイント①
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行政も多様な主体の
「一員」

区民のみなさんと
一緒に考えます

目指すべき「これから」の社会の
イメージ図
（川崎市協働・連携の基本方針より）

宮前区で大切にしていること
ポイント②
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宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェクトの取組ステップ
2018年から、皆さんと現場に足を運びながら、
宮前区らしい「しくみ」について考えてきました
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平成30年度（2018～2019年） 令和元年度（2019～2020年）

コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
止
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職員向け
事前勉強会

区民向け
事前勉強会

活動相関図づくり
実験室

区内の活動や「つながり」を
明らかにするために、

宮前区内の様々な活動の情報を
出し合いました

平成30年度（2018～2019年）の取組：

宮前区内での豊かな活動の広がりを再確認



勉強会と“実験室”で寄せられた
活動と活動同士のつながりを整理しました
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対象・テーマ別の活動 支援型活動
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対象・テーマ別の活動 支援型活動

さらに、「活動相関図」をマップに落とし込みました
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キックオフ

令和元年度（2019～2020年）の取組：

活動の体験・資源の再発掘
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現地ツアー （全６コース）

行ってみたい
活動現場を出し合い、
現地ツアーを
企画しました

さまざまな現場で
困っていることや
工夫していることを、
見て・聞いて・
体験してきました



現地ツアー①～⑥
開催レポート
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現場に行ったからこそ
見えてきた
活動の特徴や

「いいね」ポイントを
集めました

現地ツアー「資源カード」
全34枚

活動の手助けになるかも!?
アイデア集
各ツアーの気づき等を書いた

「ふり返りシート」

ツアーの内容を紹介

令和元年度（2019～2020年）の取組・成果：

活動の体験・資源の再発掘



報告会＆ミーティング（2 回開催）

令和元年度（2019～2020年）の取組：

活動の体験・資源の再発掘
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ツアーで見つけた
場所やノウハウを使った
市民創発を促す

アクション案を考え、
協力者を募りました



現場で得た
「気づき」や「アイデア」と

現場で見つけた
「資源」を使って…

市民創発を促す
「アクション」のタネ

を考えました
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実際に起こった
市民創発型の活動

▶▶▶ これまでの「希望のシナリオ」プロジェクトの取組
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エンジョイ・シニア大文化祭
2019年11月10日（日）@特別養護老人ホームフレンド神木

25
参考）タウンニュース｜ 2019年11月15日号
土橋在住西村さん 多世代交流でシニア応援 地域包括センターと連携
https://www.townnews.co.jp/0201/2019/11/15/506253.html



花の台町会広報誌
2020年３月１日（日）第59号

 

 

 
 
 
 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

ᖱの台ᅌ内会 

会ᬃ ᅆ೨ 伸一᧴ 

షしい年のᬊ幕、᠒におめでとうございます。

会員のᇊ෩におかれましては、希೎にཷちたష

年をおᦂえの事とお慶びᅉし上げます。౩年１

０ೄの台ᰓጴ１９号は市内にᄻ大なᝩ害をも

たらしました。今回のဉ害では、ᅌ内会・ᕪ໔会などの地域でのఀえ

合いの大切さをᇳの当たりにすることが᮷常に多く、ఆめてోᯨから

ᰅのឳえるᬔ係づくりが౵に命をもఏうことを実感いたしました。ᬳ

ဉ対ፅだけでなく、኱たちがᄾ༂する中で存在するさまざまな᠝ᰁを

់຺していくためには、そこに住むᇊさまの個々の強みを互いに༂か

しあって「地域力」をᲒめていくことが大事だと感じています。ႉに、

᤾入ᓈが増加している当ᅌ内会においては、ᇢᤄり大会、ᦾ動会、ᬳ

ဉ៙ᐻなどのイベントをᦦじて、地域のᏲをはぐくみ、地域でఀえ合

えたと思います。今後も引きᐎき、公園体௡、ᬳ႖パトロール、公園

ཇ掃など᤭ᦃな場所で子どもからᲒᶦᓈまで世代をᣧえて᭷える場

を大切にして交༅を図って参りたいと思います。౬᮷、ᇊ෩で声を掛

け合い、お᠏いあわせの上ご参加ください。今年も安全・安心で、ጫ

ᰅあふれるᖱの台ᅌ内会にしてまいりたいと思いますので、ᇊ෩の変

わらぬごჳ់とご協力をᢿりますようおᰈいᅉし上げまして年᯸の

ご挨拶とさせていただきます。 

 
午後からᅌ会などでోᯨ༂動されているᏑᇅ名のహ々が一堂に会しました。冒᯸、ᅆ೨会ᬃの挨拶（上掲）にᐎ

き地元マンドリンクラブ「アンサンブル宮崎台」によるྦ奏は、お๡ೄの定ᅥವヨハンシュトラウスの「ラデツキ

ーᝈᦱವ」をᇘ切りに「パリのያの下」「太᭒がいっぱい」「君といつまでも」ጼ。ᦡ中、大学の先ᥕ（ൌᅆᅌ内会

副会ᬃ）後ᥕ（マンドリンクラブの指஬ᓈ山೗᭶三ນ）によるギター二ᨶ奏「ラ・クンパルシータ」ጼのྦ奏をは

さみ、会場からは「ブラボー！」。ᇩり上がった会場は、中࿎副会ᬃの「乾೸！」のᯡ᯸へᐎきました。元ຝをくれ

たష年会でした。みんなでᔀをᏰみಌれたోはともに喜び、ᮆのోはともに助け合うよりᖞいコミュニティ作りにᦱむことを᠍い合い、おᬊき

となりました。 

 

 

 

「ᅆ園᧾市ᐯがటかれるまでは、人の住めない山ഉ原ᨷだった」 

それがこの地域の定᠚になっているとሲった౵、土ถに１５代ᐎく᥹

家にᄾまれᔆった኱は、ここにも᧐かౠから人のಠらしがあったこと

をሲってほしいと強く思うようになりました。ဪ住の山ഉ原ᨷでない

ばかりか、「᡺戸」と呼ばれるႪႉの地形に人は丹念にᏧやかに手をか

けて、ᰓ土と折り合いಠらしをᔆんできました。 

そのᄾ༂ణ化を伝えるために౥ᅍ『オオカミのᡬጲ』を作り、಺ᎏ

もᄾまれました。「ᦦ勤に便利」というჳᅇでここに዁り೴た人も、地

域への愛ሌを感じて下さるహが増えており、「伝えるこ

と」の大切さを味わっています。

౥ᅍがนᐽとなり、షたにカフェ＆レストラン「᡺戸の

下」もᄾまれました。我が家の屋号を名乗るこの場は、先

ኌ伝೴の「一ഊのᅗ」の作ႆでおఫჳを供します。ᔌಉの

ᅩなるష・్住ບが力を出し合い、互いを᠋め合い、〝్

きに学びషたなᄾ༂ణ化をᔆてること〟をᇳ指します。 

 
 
 
 

 

 

 

令和 2ᖺ 3᭶ 1᪥                 ⰼの台⏫内会ᗈ報 ➨ 59号                                 (1) 
    

                                          (1) 
 

 

Ⓨ⾜㈐任⪅㸸⏣ 村  伸 一 㑻 
⦅   㞟㸸広報㒊 小口 ┤弘 

 

宮前区宮前平 3-4-16宮崎台ハイツ 1F 

TEL/FAX 044-767-7502 

Mail: hananodai@c04.itscom.net 

第５９号 
こ䛾会䛿会員相互䛾親和と互

助䜢䛿か䜚、会員䛾福祉䛾増

進と、明䜛く住䜏䜘い町づく䜚

に寄与す䜛こと䜢目的とす䜛。 

䠄花䛾台町内会会則䜘䜚䠅 

ⰼの台⏫内会㤋 㛤㤋日 

毎㐌火・㔠曜日 10時㹼12時 

 

 

 

令和２年１ೄ１２ో（ో） 

『オオカミのᡬጲ』（షྼణ庫）は、一人の少女がᕪ宅土ᙵの扉に᢮られた「オオカミのᡬጲ」がຝになったところからႆ᠑は始まります。 

土地の古くからの奥༽いణ化の存在をఔえ኱たちష住ບに᠝ᰁを投げかける೗です。 

ＪＡセレサ川崎宮崎ఀ店 2᭙大会ᡨ室にてᬊ催 

ష年のご挨拶 

 ～ᅌ内会༂動はషしいステージへ～ 

「互いに᠋め合い、共に創るషたなಠらし」 ＊小倉 ᒡ惠子 

＊(ൂ) ささらプロダクション代᝔、ణጺ家 
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ኌ伝೴の「一ഊのᅗ」の作ႆでおఫჳを供します。ᔌಉの

ᅩなるష・్住ບが力を出し合い、互いを᠋め合い、〝్

きに学びషたなᄾ༂ణ化をᔆてること〟をᇳ指します。 

 
 
 
 

 

 

 

令和 2ᖺ 3᭶ 1᪥                 ⰼの台⏫内会ᗈ報 ➨ 59号                                 (1) 
    

                                          (1) 
 

 

Ⓨ⾜㈐任⪅㸸⏣ 村  伸 一 㑻 
⦅   㞟㸸広報㒊 小口 ┤弘 

 

宮前区宮前平 3-4-16宮崎台ハイツ 1F 

TEL/FAX 044-767-7502 

Mail: hananodai@c04.itscom.net 

第５９号 
こ䛾会䛿会員相互䛾親和と互

助䜢䛿か䜚、会員䛾福祉䛾増

進と、明䜛く住䜏䜘い町づく䜚

に寄与す䜛こと䜢目的とす䜛。 

䠄花䛾台町内会会則䜘䜚䠅 

ⰼの台⏫内会㤋 㛤㤋日 

毎㐌火・㔠曜日 10時㹼12時 

令和２年１ೄ１２ో（ో） 

『オオカミのᡬጲ』（షྼణ庫）は、一人の少女がᕪ宅土ᙵの扉に᢮られた「オオカミのᡬጲ」がຝになったところからႆ᠑は始まります。 

土地の古くからの奥༽いణ化の存在をఔえ኱たちష住ບに᠝ᰁを投げかける೗です。 

ＪＡセレサ川崎宮崎ఀ店 2᭙大会ᡨ室にてᬊ催 

ష年のご挨拶 

 ～ᅌ内会༂動はషしいステージへ～ 

「互いに᠋め合い、共に創るషたなಠらし」 ＊小倉 ᒡ惠子 

＊(ൂ) ささらプロダクション代᝔、ణጺ家 

 

ⰼの台⏫内会 HPはコチラ⇒ 

26

現地ツアーで出会った小倉美惠子さんに
よる寄稿が実現！

参考）花の台町内会｜広報誌
http://home.b05.itscom.net/hana-
dai/profile1011.html



第１回 まちかどシェアオンライン
2020年10月31日（土）

27出典）まちかどシェア｜第一回「まちかどシェアオンライン」の記録
http://machikado-share.com/?page_id=141

第3回
まちかどシェア
オンライン

11月13日（土）
13:00～



地域デザイン会議
（新しい参加の場）

の実施

28

「

」

これからの取組 ▶ ▶ ▶



「地域デザイン会議（新しい参加の場） 」
の実施

「区における行政への参加」とは…

※自治基本条例第22条に基づく概念です

これまで６期 12年間 に渡り実施してきた
「区民会議」が担っていた機能です。

29

（R3.5「区における行政への参加の考え方～区民会議 のリニューアルに向けて～」

「市民が地域課題の解決に向けて、意見や提案を

するため、主体的に話し合いの場に加わること」



「地域デザイン会議（新しい参加の場） 」
の実施

30

制度運用の方向性
〇 大都市における市民自治充実の観点から、身近な区を単位とし

て、「新しい参加の場」を制度として保障・充実させるため、試
行の取組と継続的な意見聴取を推進しながら、今まで以上に、よ
り多くの市民が関わり参加しやすい機会の拡充を図る。

〇「新しい参加の場」については、一律の枠組みを最初から決めるの
ではなく、議題やテーマに応じて、その都度、弾力的に運用でき
る柔軟なしくみとする。

〇 より複雑化する地域課題に対応するため、「新しい参加の場」で
の対話による相乗効果と区役所と局等相互の適切な調整により、
地域コミュニティにおける支え合う関係づくりと市民創発型の課
題解決を推進する。

（R3.5「区における行政への参加の考え方～区民会議 のリニューアルに向けて～」

（R3.5「区における行政への参加の考え方～区民会議のリニューアルに向けて～」より）



❹
公共施設の地域化

31

これからの取組 ▶ ▶ ▶
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❺
宮前区らしい

ソーシャルデザイン
センター像とは？

（仮称）

みなさんとのこれまでの検討を
もとに、仮説を考えました 40

これからの取組 ▶ ▶ ▶



宮前区らしい
しくみは、

区内の豊かな活動を活かし、

主体的に活動する既存の活動や

人をつなぎ、さらに豊かにして
いく「しくみ」や「しかけ」

41

仮説



だれが？

による協働・連携

（行政も一員）

42

宮前区の多様な主体

仮説



どんなカタチで？

多様な主体が
協働・連携する

プラットフォームとなる
「場」が必要

▼

43

「ラウンドテーブル」

仮説



どんなこと・支援を？

44

６つのアイデアの柱

課題解決に必要な
支援として

が基本の機能

仮説



どこで？

特定の場所（拠点等）
ありきではなく

＼宮前区のポイント／

求められる「機能」を
区内の多様な主体が連携
しながら実現につなげて

いけると良い

45

仮説



どうやって運営？
多様な資源（人・ノウ
ハウ・場など）を
みんなで持ち寄る

＼宮前区のポイント／

行政からの補助金などでは
なく、多様な主体が持ち寄
る資源を活かしながら運営

46

仮説



宮前区での
今年度の目的と
進め方について

47



• 宮前区らしいしくみ「ラウンド
テーブル」をお試し実施してみよ
う！

• お試し実施の体験をもとに、宮前
区らしいソーシャルデザインセン
ターとは？を具体的にまとめよう

ワークショップ全体の目的

48



49

「ラウンドテーブル」とは？

必要な情報が
シニアに
届かない…

まちでもっと
交流できる場を
つくりたいな！

多様な主体が
協働・連携する
プラットフォーム



ワークショップ全体の進め方
本日

50

• プロジェクトをどのように応援できるか？
一緒に考える（ミーティング１～２回程
度）

• プロジェクトのイベントに参加する

• お試しラウンドテーブルはどうだったか？
アンケートで振り返る

• プロジェクトにつ
いて知る

• 気づき・アイデア
の共有

• お試し実施を振り返
りながら、効果を検
証する

• 宮前区らしいしくみ
の具体化

内容／参加のイメージ

効果検証
アンケート



３つのプロジェクト

辻 麻里子さん
浅野 真紀さん

西村 ルミさん (株) コジマさん・
(株) アクロスソリュー

ションさん・森山隆幸さん
（宮前区役所）

公園×マルシェで
「拡大まちかど
シェア」

シニアが気軽に
立ち寄れる場（宮前
区版道の駅？）をつ
くってみよう！

民間が保有する地域
の場と地域活動を
マッチングしよう！

51



休憩（15分）

52




